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GakuNin RDM
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}学認未参加の⼤学、研究機関の情報基盤運⽤管理者の
⽅々に向けて
} 学認とは何か
} GakuNin RDM を構成員の⽅々が利⽤できるようにするためには、
何が必要か
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機関リストから所属機関を選択可能にすること
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} GakuNin RDM を利⽤可能な機関
} GakuNin RDM が利⽤者の認証を委託している機関

} 掲載機関は、機関構成員の認証を⾏い、結果を GakuNin RDM に送
る

} このような役割を担うものを Identity Provider (IdP) と呼ぶ

} IdP を⽴ち上げれば、GakuNin RDM を利⽤できる
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} IdP の⽴ち上げに必要なことは…それを考える前に
} 機関内部のサービス（電⼦メールなど）を振り返る
} 誰でも（構成員でなくても）利⽤できるサービスもあれば、構成員
だけにしか利⽤できないサービスもある

} その制御には、構成員であることの確認を⾏っている（認証）
→認証を⾏う仕組み（認証基盤）が存在

} GakuNin RDM は、機関から⾒ると外部サービス
} IdP は外部サービスに対しても認証を担う
} 既存の認証基盤が扱うサービスを、機関内部だけではなく外部の
サービスに拡⼤︓IdP の基本設計

} どのように実装する︖
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認証基盤

サービスBサービスA

IdP

GakuNin RDM

機関内部 機関外部

サービスC

ここをどのように
すればよい︖
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}学認︓学術認証フェデレーション
} IdP と Service Provider (SP; 例えば GakuNin RDM) との間で交換される
認証情報を決める標準的な仕組み（トラストフレームワーク）を提
供する

} 認証情報の交換の仕組み︓Security Assertion Markup Language (SAML)

}学認のメリット︓標準仕様に従うことにより
} ⼤学 IdP は、対応 SP を効率的に拡⼤できるとともに、構成員に円
滑な利⽤を提供（シングル・サインオン）

} SP は、効率的に顧客を拡⼤できる

IdP GakuNin RDM
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}基本設計︓機関内の認証基盤を外部サービスにも適⽤
} 既存の内部サービスに対する認証の仕組み

} 外部サービスに対しそのまま拡張可能︖
} 内外サービスでの統合が難しければ…

¨オンプレミス
¨クラウドサービス（IDaaSなど）

} 新規に内外サービスに対応した IdP を設計・実装
} オンプレミス
} クラウドサービス



IdPユーザ数
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（万人）
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Total

Students

Staff

265機関
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総ID数約190万 195SP

SP数
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国⽴⼤学 公⽴⼤学 私⽴⼤学 短期⼤学 ⾼等専⾨学校 共同利用機関 その他 合計
学認参加数 78 28 92 1 51 4 11 265
カバー率 91% 31% 15% 0% 89%
総機関数 86 91 604 333 57

IdP機関数
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} GakuNin＊＊＊を利⽤するには、学認に参加すればよい
}⼤学・研究機関は、基本的に IdP としての参加（SP とし
てもあり）

} IdP の役割は、SP の要求に応じて構成員の認証を⾏い、結
果を SP に返すこと
} 機関内の認証基盤を外部サービスに適⽤することが本質的

}学認の将来展望
} 研究協⼒のための情報・計算資源の共同利⽤の促進を認証⾯から⽀
援して参ります
} 全国の⼤学・研究機関のすべてが学認に参加できるための⽀援
} ⼤学 IdP の価値を⾼める／サービス提供側の運⽤コストの最適化
} 「強い」IdPと「強い」SPの間で交換される「認証の強い保証度」を決め
るための新しいトラストフレームワーク提供


